
近
世
文
芸
の
宗
教
的
史
観
O

第
壱
編

僧
 
侶
 
と
 
文
 
芸

村

田

昇
．

 
 
 
 
 
美
の
範
疇
で
あ
る
崇
高
は
、
宗
教
的
・
男
性
的
・
闘
争
的
．
力
動

概
論

 
 
 
 
 
的
・
意
志
的
で
あ
り
、
優
美
は
、
女
性
的
・
平
和
的
・
静
止
的
．

感
清
的
で
あ
る
。
中
世
文
芸
は
崇
高
で
あ
っ
た
が
、
近
世
里
並
は
概
ね
優
美
に

変
っ
た
。
近
世
文
芸
に
宗
教
性
を
探
求
す
ち
こ
と
は
、
即
ち
崇
高
美
を
探
求
す

る
こ
と
に
な
る
。

 
日
本
の
文
芸
復
興
は
、
信
長
の
無
信
仰
に
よ
る
近
代
的
政
治
か
ら
発
生
し
ハ

近
世
史
も
亦
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、

そ
の
報
告
の
中
で
「
信
長
は
よ
き
理
解
力
と
明
晰
な
る
判
断
力
を
有
し
、
神
仏

そ
の
他
偶
像
を
軽
視
し
、
異
教
一
切
の
ト
を
信
ぜ
ず
、
名
義
は
法
華
宗
だ
れ
ど

も
、
宇
宙
の
造
主
な
く
、
霊
魂
不
滅
な
る
こ
と
な
く
、
死
後
何
物
も
存
せ
ぎ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
説
け
り
。
」
 
（
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
上
、
四
三
〇
1
四
一
一
コ

頁
）
と
述
べ
た
。
京
都
二
条
城
の
造
営
に
当
っ
て
は
、
石
材
不
足
の
為
洛
中
洛

．
外
の
石
仏
像
を
使
用
し
、
ハ
日
本
耶
蘇
会
年
報
一
五
六
九
年
六
月
目
日
付
フ
ロ

イ
ス
書
簡
・
大
日
本
史
料
一
〇
の
二
、
三
五
六
一
三
五
七
頁
）
信
長
自
身
生
神

生
仏
で
あ
り
、
彼
の
上
に
万
物
の
造
主
な
し
と
述
べ
た
。
 
（
耶
蘇
会
日
本
年
報

第
一
輯
二
四
三
一
二
四
七
頁
）
叡
山
を
焼
撃
し
一
向
一
揆
を
織
堅
し
、
中
世
仏

教
的
構
成
を
微
塵
に
砕
い
た
。
人
類
の
文
化
史
は
宗
教
に
よ
っ
て
進
化
し
て
い

る
が
、
宗
教
が
堕
落
す
る
時
、
文
化
も
亦
退
化
し
て
い
る
。
宗
教
が
根
本
精
神

を
失
っ
て
堕
落
す
る
時
、
必
ず
英
雄
が
現
は
れ
て
、
堕
落
を
破
壊
す
る
。
信
長

は
そ
の
英
雄
で
あ
っ
た
。
但
し
、
信
長
が
破
壊
し
た
の
は
形
骸
で
、
精
神
を
焼

き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
ぬ
か
ら
、
焼
土
か
ら
春
草
が
廟
え
出
る
如
く
、
崇
高
な

中
世
的
仏
教
精
神
は
、
近
世
交
芸
に
開
回
し
て
い
る
。
近
世
文
芸
復
興
の
内
容

で
あ
る
宗
教
改
革
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
個
人
主
義
、
自
由
主
義
、
自
然
科
学

は
、
法
然
・
回
国
・
日
蓮
・
道
元
の
巾
-
世
の
文
芸
復
興
に
胎
動
し
て
い
る
。
そ

の
根
元
は
釈
迦
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か
く
近
世
的
崇
高
の
母
胎
は

中
世
に
あ
る
ρ
信
長
の
宗
教
改
革
は
中
担
へ
の
反
逆
で
は
な
く
、
中
世
精
神
の

怒
り
で
あ
り
再
現
で
あ
る
。
信
長
自
ら
は
急
進
な
為
、
中
世
精
神
で
あ
る
神
仏

を
捨
て
て
悲
劇
に
果
て
た
が
、
一
般
社
会
は
巾
世
的
精
神
を
伝
承
し
て
近
世
的

崇
高
を
顕
現
し
た
。
椙
し
近
世
も
末
期
に
近
づ
く
に
従
ひ
俗
化
萎
．
微
の
症
状
を

呈
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
人
間
が
自
ら
主
た
る
為
に
は
、
入
間
の
上

に
主
た
る
存
在
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
自
身
を
統
御
す
る
為
に

は
、
人
は
進
ん
で
被
統
制
者
の
位
置
に
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
中
世
の
天
才
は
こ

の
こ
と
を
実
行
し
た
。

 
然
る
に
信
長
は
神
仏
を
捨
て
た
。
こ
の
信
長
の
悲
劇
の
原
因
を
更
に
原
因
と
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・
し
て
い
る
こ
と
に
、
近
世
江
戸
丈
．
ム
の
堕
．
2
が
あ
る
。
近
世
文
玄
の
悲
劇
は
中

枇
プ
ラ
ス
人
間
で
は
な
く
、
中
世
マ
イ
ナ
ス
神
に
あ
っ
た
。
創
造
的
精
力
は
、

神
仏
信
仏
の
功
徳
で
あ
る
が
、
神
馬
を
軽
ん
じ
た
近
世
人
は
、
中
世
よ
り
伝
承

し
た
創
造
的
精
力
を
更
に
食
成
す
る
こ
と
も
な
く
、
次
第
に
便
ひ
慕
た
し
て
疲

労
困
癒
し
た
の
で
あ
る
。
近
世
の
政
治
的
覇
者
達
は
、
教
団
の
現
実
的
勢
力
に

懲
り
て
、
去
勢
・
懐
柔
し
、
封
建
政
治
運
営
指
導
者
と
し
て
利
用
し
た
の
で
、

傑
出
し
た
精
神
家
は
僧
俗
共
に
出
現
の
機
が
無
か
っ
た
。
然
し
封
建
政
治
を
憤

り
悲
し
む
文
芸
、
太
平
の
享
楽
を
憂
ひ
悲
し
む
文
芸
、
現
実
を
厭
離
逸
遊
す
る

文
芸
等
崇
高
な
美
が
、
近
世
文
芸
史
を
貫
流
し
て
い
る
。
が
く
て
近
世
史
も
亦
・

．
日
本
民
族
の
進
化
史
で
あ
る
。
近
世
人
の
生
活
が
思
想
を
リ
ア
ル
に
身
叡
的
に

劇
的
に
表
現
し
た
傑
作
の
作
者
は
、
冶
ん
ど
仏
教
や
老
荘
と
い
ふ
東
洋
精
神
の

休
得
者
で
の
っ
た
。
こ
の
意
味
か
ら
、
近
世
文
芸
に
は
，
畏
高
的
優
美
又
は
優
美
的

宰
高
の
時
代
、
中
世
的
幽
玄
の
近
世
的
再
現
で
あ
る
と
い
う
べ
き
も
り
摘
め

て
い
る
。
近
世
人
を
近
代
的
人
間
の
方
向
に
導
い
た
僧
侶
の
業
蹟
は
表
に
出
な

い
が
、
人
闘
苦
を
忍
受
す
る
精
神
力
を
瀕
、
焚
し
た
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人

類
史
に
も
珍
ら
し
い
封
建
三
百
年
の
苦
悩
に
忍
え
貫
い
た
民
族
の
生
へ
附
力
が
、

近
代
の
崇
高
な
文
化
を
牛
幸
し
た
。
近
世
人
を
近
代
的
に
進
化
開
発
し
た
の
は

．
文
↓
云
で
あ
ハ
、
た
。
丁
皮
近
代
現
代
の
P
侶
に
指
導
力
が
無
い
の
で
、
』
i
 
1
1
の
「

宗
教
的
永
遠
感
情
を
満
た
し
、
近
代
化
に
導
い
た
も
の
が
文
芸
で
あ
っ
た
こ
と

と
嘆
じ
状
況
で
あ
っ
た
。
近
世
文
芸
の
曳
教
的
精
神
を
探
ブ
す
る
に
は
種
々
の

方
法
が
誘
え
ら
れ
る
が
、
人
為
的
な
入
間
階
級
の
位
相
が
厳
格
し
保
た
れ
て
い

た
の
で
、
．
そ
の
僧
侶
・
町
入
・
遊
女
・
君
侯
・
農
民
・
侠
客
．
文
人
．
芸
人
．

‘
学
者
等
の
階
級
位
相
に
因
っ
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

-
遡
側
測
燗
調
割
教
醐
史
翻
 
0

 
 
 
 
 
仏
教
は
イ
ジ
ド
に
お
い
て
、
自
由
人
的
性
格
を
有
っ
た
為
 
シ
ナ

僧
侶
に
入
っ
て
は
・
そ
の
選
民
意
識
歯
恥
し
て
「
沙
汰
政
令
」
「
廃

仏
」
の
如
き
迫
害
を
う
け
た
。
「
沙
汰
」
と
は
仏
教
寺
院
内
の
僧
を
調
査
し
、

仏
教
管
理
に
精
通
し
な
い
僧
を
、
賦
役
と
兵
役
を
忌
避
す
る
も
の
と
し
て
、
還

俗
を
強
要
す
る
こ
ど
で
、
そ
れ
は
仏
教
の
庶
民
化
を
妨
げ
、
実
社
去
か
ら
隔
離

せ
し
め
、
山
上
仏
教
と
し
観
念
化
し
た
教
理
に
し
た
。
こ
の
政
令
を
厳
重
に
実
．

施
し
た
の
は
、
東
区
の
二
三
時
代
で
あ
る
。
跣
仏
は
北
己
太
武
帝
爾
蕉
八
）
北
周

武
萱
一
暇
養
「
J
後
影
宗
ハ
硲
）
所
謂
三
武
豪
が
行
っ
払
。
そ

の
中
で
最
子
卜
旺
烈
で
あ
っ
た
の
．
北
町
の
武
帝
で
、
天
下
統
一
の
野
望
に
も
え

て
仏
速
執
ヂ
h
喉
刀
化
を
進
め
、
国
論
統
一
、
平
和
施
．
訊
、
戦
力
化
生
産
化
の

為
、
仏
道
二
教
等
一
切
0
2
ぽ
教
を
廃
し
、
特
二
最
も
大
教
団
で
あ
る
仏
教
か
ら

．
、
、
大
な
物
資
と
人
と
を
徹
発
し
て
戦
力
生
動
刀
を
増
大
し
た
。
や
が
て
郭
の
北

斉
を
減
し
、
四
万
の
寺
を
廃
し
三
百
万
の
憎
を
還
俗
せ
し
め
た
。
そ
の
廃
仏
の

根
本
に
は
「
一
帝
即
仏
」
と
い
ふ
選
民
意
識
が
あ
っ
だ
。
信
長
の
宗
教
改
革
と

寒
に
よ
く
似
て
い
る
。

 
か
く
て
仏
叙
が
シ
ナ
こ
ノ
止
肩
す
る
為
に
は
、
渥
民
恵
識
と
同
化
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
っ
た
。
教
相
判
釈
と
い
う
こ
と
も
そ
の
現
は
れ
の
一
つ
で
あ
る
。
か

く
て
法
．
．
，
蔭
甲
乙
し
ん
だ
の
が
天
啓
宗
の
三
組
』
鎮
で
あ
り
、
華
厳
経
を
選
ん
だ

の
が
華
厳
宗
の
具
U
で
あ
る
。
仕
ハ
に
歴
史
的
な
座
史
的
失
践
社
会
、
庶
民
の
生

活
苦
か
ら
進
離
し
か
海
胆
論
に
終
始
し
た
山
岳
仏
教
で
あ
っ
た
。
観
念
論
的
学

閥
仏
教
が
こ
こ
に
始
ま
る
。
か
か
る
L
民
意
識
か
ら
な
る
仏
教
と
、
民
族
の
感

民
恵
識
を
表
臼
し
た
偏
教
が
融
合
し
た
の
が
宋
学
で
あ
る
。
宋
学
に
は
陸
象
山

学
派
と
朱
子
学
派
の
愛
撫
が
あ
る
。
象
山
は
禅
学
の
影
響
を
多
く
う
甘
て
唯
心

的
且
実
行
を
重
ん
じ
印
反
馬
艶
、
迫
の
起
信
論
的
哲
挙
で
あ
り
。
朱
子
羊
派
は
理

（47）



気
二
元
漁
ぞ
唱
え
て
和
々
改
懸
盤
で
あ
り
、
印
度
の
世
水
飯
は
唯
識
哲
学
的
で
あ

り
、
唯
繍
の
真
如
、
ア
ラ
や
識
が
、
坦
と
気
と
に
考
案
さ
れ
て
ろ
ワ
、
9
。
共
に
巧

に
儒
教
化
し
た
選
民
哲
学
で
あ
る
。
儒
教
の
も
つ
主
知
主
意
的
で
情
的
人
聞
性

を
疎
ん
ず
る
物
・
風
と
、
仏
教
の
も
つ
禁
欲
厳
格
が
巧
に
合
併
し
て
い
る
。
近
世

口
本
最
高
の
，
込
民
で
あ
2
に
川
氏
は
、
込
民
意
識
を
以
て
国
を
統
治
せ
ん
と

し
、
宋
学
中
の
朱
子
4
子
を
以
て
葦
逼
政
治
の
町
，
r
と
し
、
官
丈
吹
、
、
洞
の
学
と
b

て
、
異
学
を
京
じ
た
。

 
抑
々
人
貫
ズ
化
．
“
宗
教
↑
起
源
し
穿
教
に
因
っ
て
発
直
し
て
き
た
か
ら
、
山

国
の
統
台
斎
は
宗
以
ぞ
立
て
て
民
を
こ
れ
に
帰
．
依
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
統

治
の
実
を
結
ば
ん
と
ヲ
る
。
日
．
♪
の
統
治
者
も
神
言
は
仏
に
依
っ
た
。
徳
川
氏

は
中
世
的
非
近
代
と
・
ー
ゴ
室
ダ
絆
を
混
滅
さ
せ
、
覇
．
廻
・
政
治
を
発
展
さ
せ
る
べ

く
、
神
仏
中
心
の
策
を
捨
て
て
、
朱
子
学
を
官
学
と
し
た
。
然
る
に
そ
の
朱
子

学
は
偏
教
的
に
偽
袋
さ
れ
た
仏
教
で
あ
っ
た
．

 
朱
子
の
作
『
通
垣
辛
口
』
は
、
司
馬
温
言
の
一
資
治
．
適
鑑
』
に
基
づ
き
、
孔

子
の
春
秋
の
筆
法
に
従
っ
て
、
歴
代
の
下
．
一
滴
に
衰
疑
を
加
え
た
も
の
で
、
大
義

名
分
を
正
す
こ
と
、
排
外
的
精
神
を
鼓
吹
し
て
因
民
的
思
想
の
勃
興
を
図
る
と

い
う
二
大
目
的
を
も
っ
た
．
、
日
オ
に
朱
子
学
の
輸
入
さ
れ
た
の
は
後
醍
醐
天
皇

の
御
代
で
、
僧
玄
恵
は
こ
れ
を
宮
中
に
講
じ
た
。
こ
の
縁
に
よ
り
親
房
の
神
皇

正
統
記
は
、
朱
子
の
『
通
鑑
綱
目
」
の
精
神
に
よ
っ
て
誌
か
れ
、
水
戸
の
大
日

本
史
も
亦
、
朱
子
の
楠
岬
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
か
く
て
朱
子
の
正
統
倫
は
王
政

維
新
の
原
動
力
と
な
つ
で
い
る
。
近
貴
文
芸
美
の
崇
高
は
、
朱
子
学
の
与
る
と

こ
ろ
少
し
と
し
な
い
。

 
徳
川
三
百
年
太
平
の
哲
学
と
な
っ
た
の
ば
恭
．
⊥
」
子
で
あ
っ
た
が
、
徳
川
氏
を

倒
し
た
も
の
も
亦
、
朱
子
学
の
正
統
論
で
あ
っ
た
。
荘
府
が
シ
ナ
の
合
理
許
学

で
あ
る
黒
黒
学
を
信
奉
し
、
人
間
の
自
然
性
を
柔
晒
し
て
、
最
格
に
階
級
仕
舞

の
詩
序
を
，
匹
つ
た
こ
と
は
、
近
代
日
本
の
社
会
主
義
者
が
、
マ
ル
ク
ス
を
信
評

し
た
行
動
に
似
て
い
る
。
幸
徳
秋
水
が
「
小
生
は
偏
教
よ
h
・
社
会
主
義
に
入
り

候
」
と
い
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

 
老
荘
の
道
か
ら
生
じ
た
「
逸
士
」
の
道
に
、
紐
典
「
船
固
経
」
の
黙
不
二
の

．
破
斥
、
「
大
乗
起
信
論
」
の
一
心
心
門
が
結
鎖
し
て
、
シ
ナ
の
禅
は
大
量
決
れ

た
。
・
即
ち
逸
十
の
酒
脱
、
維
摩
の
破
斥
、
起
信
論
の
教
理
の
三
者
が
結
合
し
て

禅
が
形
成
さ
れ
た
。
老
荘
の
逼
か
ら
生
じ
た
「
逸
士
」
の
道
は
、
山
岳
に
住
む

こ
と
を
好
み
、
庶
民
大
衆
の
、
但
で
な
く
「
送
ば
れ
た
有
識
者
の
道
」
で
あ
り
、

 
「
選
ば
れ
た
弟
子
」
に
よ
っ
て
相
伝
さ
れ
る
迫
で
あ
る
。
禅
は
こ
れ
を
そ
の
ま

ま
承
け
て
い
る
。
シ
ナ
禅
五
家
中
、
口
本
に
伝
は
っ
た
主
な
も
の
は
、
臨
済
と

曹
洞
で
あ
る
。

 
近
世
の
禅
僧
は
王
侯
よ
り
生
活
保
護
を
う
け
鷹
民
．
巳
識
を
も
っ
た
精
神
的
・
一
・
．
、

族
で
あ
っ
た
．
、
彼
ら
に
は
人
生
の
生
活
苦
は
無
く
従
っ
て
底
辺
の
庶
民
を
救
済

す
る
慈
悲
も
な
く
従
っ
て
文
芸
も
遺
す
こ
と
が
少
な
い
。
文
字
通
り
所
謂
太
イ

 
 
 
 
む

の
逸
士
で
あ
っ
た
。
禅
院
は
封
〆
の
世
を
．
黒
く
不
平
武
士
が
、
吉
画
を
煎
じ
漢
．

詩
を
賞
し
仏
教
を
談
じ
庭
囚
を
眺
め
て
自
然
を
愛
し
花
を
活
け
茶
を
喫
し
謡
曲

を
謡
っ
て
重
ん
で
処
で
あ
る
。
こ
の
為
に
近
世
僧
侶
社
会
が
、
禅
芸
術
と
も
い

う
べ
き
書
画
・
庭
園
・
華
道
・
茶
道
・
能
楽
の
発
達
に
貢
献
し
た
こ
と
は
認
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
禅
僧
中
に
も
勝
れ
た
詩
書
画
を
創
作
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

古
田
紹
欽
博
士
著
『
近
世
の
勝
者
た
ち
』
に
は
、
沢
庵
∵
江
月
・
武
野
宗
朝
・

白
隠
・
仙
崖
を
挙
げ
て
い
る
が
、
尚
、
崇
伝
・
至
道
無
難
・
正
受
老
人
・
一
緕

・
鉄
牛
・
．
桃
水
・
誠
拙
・
良
寛
・
雄
長
・
元
応
・
七
去
・
薦
張
∴
」
蕉
・
其
角
・

丈
草
・
路
通
・
嵐
雪
・
祇
空
・
ウ
、
波
を
加
え
う
る
。
近
世
俳
人
に
は
禅
僧
が
多
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い
。
選
民
意
識
を
以
っ
て
独
善
高
踏
安
逸
を
負
ら
ず
、
 
『
仮
名
法
語
」
を
作
っ

 
て
庶
民
を
救
済
し
た
も
の
あ
り
と
し
て
古
田
紹
欽
博
士
の
前
記
の
著
書
に
は
、

 
信
認
・
盤
珪
・
鈴
木
正
三
・
鉄
眼
・
松
露
・
鳩
翁
を
あ
げ
た
。
禅
僧
の
生
死
解

 
脱
を
志
す
崇
高
な
精
神
と
、
清
規
を
守
る
耐
乏
生
活
は
、
儒
学
の
厳
格
主
義
と

 
相
侯
っ
て
近
世
武
士
道
を
錬
磨
し
た
こ
と
は
、
家
光
、
吉
宗
、
宮
本
武
蔵
、

 
柳
生
但
馬
守
、
大
石
威
之
助
、
井
伊
直
弼
等
傑
出
し
た
武
士
が
禅
僧
に
師
事
し

 
た
事
実
で
明
か
で
あ
る
。
こ
の
入
達
は
文
芸
化
さ
れ
て
近
世
的
崇
高
の
輝
く
光

 
明
と
な
っ
て
い
る
、
近
世
文
芸
が
優
美
な
程
比
較
し
た
そ
の
輝
き
は
強
く
、

 
多
く
の
人
々
か
ら
讃
え
ら
れ
て
い
る
㏄
禅
僧
以
外
に
は
、
元
禄
に
寂
し
た
国
学
の

 
大
家
契
沖
、
西
行
に
私
淑
し
歌
集
『
と
し
な
み
草
」
を
遺
し
て
宝
永
二
年
に
寂

，

 
し
た
似
指
、
除
風
、
 
『
玉
鏡
』
の
著
者
木
食
以
空
、
 
『
秘
密
安
心
又
略
」
の
著

 
書
法
住
、
近
世
屈
指
の
学
僧
で
『
十
善
法
語
』
 
『
人
と
な
る
道
」
の
著
者
三
雲

 
尊
者
が
い
た
。
以
上
は
凡
て
真
言
僧
で
あ
る
。
天
台
僧
で
は
平
安
和
歌
の
四
天

 
王
と
称
さ
れ
た
百
重
（
寛
政
十
年
寂
）
歌
人
風
疹
（
交
化
二
年
寂
）
芭
蕉
の
栽

 
友
素
龍
、
学
僧
宗
淵
（
安
政
六
年
寂
）
蕉
門
の
李
由
（
宝
永
二
年
寂
）
が
い
る
。

 
 
比
叡
山
の
天
台
宗
は
シ
ナ
に
於
い
て
、
選
民
思
想
の
教
生
に
よ
っ
て
歪
曲
さ

 
れ
、
伝
教
に
よ
っ
て
比
叡
山
に
齎
ら
さ
れ
て
尚
そ
の
轍
を
踏
ん
で
、
選
民
で
あ

 
る
貴
族
と
天
皇
族
と
親
密
し
学
閥
を
誇
り
裏
判
を
強
行
し
、
庶
民
と
隔
離
し
た

 
為
に
、
仮
名
法
語
も
少
い
の
で
あ
る
。

 
 
真
言
の
空
海
も
シ
ナ
の
選
民
思
想
を
背
景
と
す
る
露
量
仏
教
を
伝
え
た
が
、

 
彼
の
密
教
の
呪
術
的
・
象
徴
的
で
あ
る
こ
と
が
、
庶
民
の
民
族
性
に
親
近
す
る

 
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
自
ら
仮
名
法
語
も
多
い
の
で
あ
る
。

 
 
法
然
浄
土
教
の
開
祖
法
然
は
、
五
徳
天
皇
の
長
承
二
年
美
作
久
米
郡
稲
岡
之

近
世
文
芸
の
宗
教
的
史
観
 
e

庄
に
生
れ
、
父
は
美
作
の
押
領
使
漆
間
時
国
で
あ
る
。
幼
時
よ
り
仏
教
々
理
を

研
究
し
、
天
台
、
法
相
、
真
言
、
華
厳
、
密
教
を
学
習
し
続
け
る
こ
と
三
十
五

年
間
、
四
十
三
歳
頃
善
導
大
師
の
観
経
散
善
義
を
読
み
、
機
熟
し
て
忽
然
回
心

し
、
智
慧
第
一
の
法
然
房
は
、
観
念
の
囚
人
よ
り
解
脱
し
、
愚
籏
第
一
の
法
然

房
と
称
す
る
無
一
物
に
帰
し
た
。
回
心
と
は
社
会
意
識
の
脱
皮
拡
大
で
あ
り
、

一
切
価
値
の
転
倒
で
あ
る
．
法
然
に
も
教
相
判
釈
の
余
臭
は
あ
る
が
、
末
法
濁

世
の
凡
夫
を
救
う
他
力
易
行
を
宗
旨
と
し
て
庶
民
的
で
あ
り
、
殊
に
歴
史
の
変

革
期
の
新
興
階
級
と
し
て
刀
杖
堅
固
で
あ
る
武
十
に
、
無
常
観
、
罪
悪
観
を
興

信
さ
せ
た
こ
と
は
特
色
で
あ
る
。
関
白
九
条
兼
実
の
為
に
書
い
た
「
選
釈
本
願

念
仏
集
」
に
は

 
若
し
沃
れ
意
馬
起
塔
を
以
て
本
願
と
為
た
ま
は
ば
、
貧
窮
困
乏
の
類
は
、
定

 
ん
で
往
生
の
望
み
を
絶
た
ん
。
然
か
も
富
貴
の
者
は
少
く
、
貧
賎
の
者
は
甚

 
だ
多
し
。
若
し
、
智
慧
高
才
を
以
て
本
願
と
干
た
ま
は
ば
、
愚
鈍
下
智
の
者

 
は
、
定
ん
で
往
生
の
望
み
を
絶
た
ん
。
然
る
に
智
慧
あ
る
者
は
少
く
、
愚
療

 
の
者
は
甚
だ
多
し
。
若
し
多
聞
多
見
を
以
て
、
本
願
と
為
た
ま
は
ば
、
少
聞

 
小
見
の
輩
は
定
ん
で
往
生
の
望
み
を
絶
た
ん
。
然
る
に
多
聞
の
者
は
少
く
少

 
聞
の
者
は
甚
だ
多
し
。
若
し
持
戒
持
律
を
以
て
、
願
と
為
た
ま
は
ば
、
破
戒

 
の
者
は
甚
だ
多
し
。
自
余
の
諸
行
こ
れ
に
准
じ
て
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
 
（
原

 
漢
文
）

こ
う
し
た
貴
族
的
選
民
的
仏
道
の
否
定
思
想
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
庶

民
の
近
代
的
意
識
を
啓
培
し
た
。
但
し
近
世
に
お
い
て
庶
民
に
和
光
同
塵
し
た

著
名
僧
は
少
い
。
南
光
坊
天
海
は
有
名
で
あ
る
が
、
家
康
・
秀
忠
・
家
光
等
権

■
勢
に
近
づ
き
政
僧
と
も
い
う
べ
さ
俗
物
で
、
詩
文
の
雅
趣
も
な
い
。
慶
長
十
年
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増
上
寺
の
造
営
に
際
し
て
の
天
海
の
人
柄
が
、
『
慶
長
見
聞
集
』
に
次
の
如
く

み
ら
れ
る
。

 
二
三
御
普
請
の
時
分
、
人
足
ど
も
石
を
よ
な
く
引
、
土
を
す
く
な
ふ
持
を
、

 
国
師
御
覧
じ
て
、
に
く
ひ
か
れ
ら
か
振
舞
哉
、
い
に
し
へ
仏
道
修
行
と
し
て

 
き
そ
う
石
を
引
、
う
ん
か
ん
土
を
は
こ
ぶ
、
其
上
一
向
専
修
と
い
へ
ば
、
是

 
万
事
に
通
ず
る
所
の
仏
法
の
大
意
也
。
無
法
者
を
か
し
ゃ
く
す
る
ハ
、
是
師

 
家
の
持
戒
と
せ
り
、
い
で
物
見
せ
ん
と
、
大
声
を
立
、
眼
を
い
か
ら
し
、
棒

 
を
取
て
出
給
ヘ
ハ
、
と
が
あ
る
も
、
と
が
な
き
者
も
、
肝
を
消
し
、
嵐
に
木

 
の
葉
の
散
ご
と
し
、
四
方
八
面
へ
に
げ
行
、
あ
ら
お
そ
ろ
し
や
、
俗
儀
の
つ

 
よ
き
増
上
寺
の
上
人
や
、
地
獄
遠
さ
に
あ
ら
ず
、
目
の
前
の
境
界
、
悪
鬼
外

 
に
な
し
、
所
化
共
を
か
し
ゃ
く
せ
し
く
せ
と
し
て
、
す
で
に
入
掛
ど
も
打
殺

 
さ
れ
ん
と
し
た
り
と
い
ひ
て
、
た
め
い
き
つ
く
事
度
々
に
及
ぶ
と
、
皆
人

 
云
。

法
然
の
精
神
は
全
く
滅
亡
し
て
い
る
。
徳
川
氏
の
保
護
特
に
厚
き
を
致
し
た
為

か
、
江
戸
時
代
中
期
に
も
な
る
と
浄
土
宗
に
も
名
僧
学
僧
が
多
く
出
た
。
即
ち

増
上
寺
第
三
十
代
の
主
霊
玄
。
 
『
甲
陽
軍
記
』
 
『
東
鑑
脱
漏
」
の
著
が
あ
り
、

元
禄
十
一
年
寂
。
増
上
寺
第
三
・
＋
二
代
主
了
也
。
宝
永
元
年
寂
。
増
上
寺
第
三

十
四
代
主
雲
臥
。
宝
永
六
年
寂
。
増
上
寺
第
三
十
六
代
の
主
回
天
。
性
剛
直
で

将
軍
綱
吉
の
生
類
憐
み
を
誠
下
し
人
間
を
尊
重
す
べ
｝
・
、
を
教
え
る
等
権
勢
に
屈

し
な
か
っ
た
。
画
廊
は
正
徳
元
年
寂
。
大
蔵
経
を
校
訂
し
『
勅
修
誤
伝
縁
起
』

等
著
述
多
き
学
僧
で
あ
り
、
道
俗
の
帰
依
者
が
多
か
っ
た
。
義
山
は
亨
保
二
年

に
寂
．
．
『
法
然
上
人
行
状
画
図
」
四
十
八
巻
の
校
訂
、
文
義
註
釈
、
事
実
の
考

証
を
完
成
し
た
。
こ
れ
即
ち
『
円
光
大
師
行
状
翼
賛
』
で
あ
る
。
そ
の
他
『
重
三

御
伝
前
聞
記
』
十
巻
、
 
、
三
部
経
塔
聞
記
」
 
『
選
釈
集
講
録
』
三
巻
等
著
述
が

多
い
。
瞭
然
は
延
享
二
年
寂
。
『
元
亨
釈
書
索
隠
』
『
扶
桑
往
生
伝
」
『
同
拾

遺
』
寺
の
著
作
が
多
い
。
「
湛
慧
は
延
享
四
年
寂
。
荻
生
従
来
の
門
に
学
ん
で
い

る
。
関
渉
は
明
和
七
年
に
寂
。
著
作
に
．
『
帰
命
本
願
鋤
加
熱
語
」
十
巻
、
一
枚

起
請
文
梗
概
聞
書
」
三
巻
が
あ
る
。
諸
国
を
遍
歴
遊
化
す
る
こ
と
四
十
八
年
、

一
生
の
間
直
釈
集
を
講
ず
る
こ
と
二
十
回
、
帰
命
本
願
鋤
を
講
ず
る
こ
と
三
十

六
遍
、
得
度
の
僧
尼
千
五
百
人
、
円
頓
戒
を
授
く
る
者
三
千
余
人
と
称
さ
れ
て

 
 
も
ル
お
う

い
る
。
．
文
雄
。
宝
暦
十
三
年
寂
。
太
宰
春
台
と
交
り
し
を
縁
と
し
て
、
韻
鏡
の

研
究
に
志
し
」
調
光
韻
鏡
二
巻
同
後
編
五
巻
、
同
余
論
三
巻
、
和
字
大
観
抄
二

巻
、
字
彙
荘
舌
音
四
巻
、
広
韻
府
一
巻
，
非
出
定
直
訴
一
巻
等
を
著
し
た
。
法

然
の
庶
民
済
度
の
精
神
を
最
も
顕
現
し
た
の
は
徳
本
で
あ
る
。
年
詰
め
て
四

歳
、
隣
家
の
児
童
の
死
す
る
を
見
て
忽
ち
無
常
を
観
じ
、
他
の
謳
に
頼
ら
ず
し

て
念
仏
し
た
。
十
九
歳
父
を
喪
ひ
隅
二
十
五
歳
母
に
請
う
て
出
家
し
、
翌
年
日

高
郡
の
円
正
寺
に
寓
し
、
三
十
日
を
期
し
て
、
日
に
一
握
の
麦
を
食
し
、
昼
夜

不
断
念
仏
礼
餓
を
勤
め
、
つ
い
で
四
方
に
遊
歴
し
た
が
、
同
郡
千
津
村
民
等
奄

を
構
へ
て
講
じ
た
の
で
、
こ
こ
に
寓
し
、
射
影
練
行
七
年
を
経
た
。
こ
の
二
身

に
一
袈
裟
の
み
を
着
て
余
服
を
蓄
へ
ず
。
日
に
喉
一
度
蚕
豆
の
許
を
食
ひ
、
早

旦
河
流
に
浴
し
て
、
礼
拝
念
仏
昼
夜
四
五
千
回
、
称
名
の
外
他
言
を
交
へ
ず
。

喉
破
れ
歯
噛
ぎ
、
ひ
び
輝
恰
も
松
皮
の
如
く
、
寒
風
膚
を
裂
く
も
、
道
心
堅
固

行
業
少
し
も
槻
ら
な
か
っ
た
。
道
俗
化
ψ
4
2
慕
ひ
、
紀
州
候
徳
川
治
貞
始
め
貴
顕

の
尊
信
を
受
け
、
漁
者
樵
夫
等
も
渇
仰
崇
信
、
利
益
口
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
文

政
元
年
寂
々
六
十
一
。
曳
尾
蕎
著
『
わ
が
衣
』
に
、
道
俗
血
餅
の
状
を
次
の
如

く
貸
し
て
い
る
。

 
文
化
十
一
戌
年
の
七
月
始
方
よ
り
、
江
戸
四
里
四
方
の
老
幼
男
女
、
大
に
群

 
棄
す
る
こ
と
こ
そ
出
来
け
る
。
其
ゆ
へ
は
、
紀
州
の
山
奥
に
婚
人
の
聖
あ
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・
り
、
其
名
を
徳
本
と
い
ふ
。
さ
れ
ば
我
も
人
も
其
十
念
を
授
け
て
極
楽
に
往

 
生
せ
ん
と
、
老
と
な
く
若
き
と
な
く
、
口
夜
朝
暮
伝
通
院
に
充
満
し
た
り
。

 
夫
レ
故
に
月
の
五
ノ
日
斗
出
席
し
て
、
押
合
押
合
上
か
下
に
群
集
す
る
程

 
に
、
其
庭
に
て
悶
絶
な
と
せ
し
老
人
も
少
か
ら
ず
、
…
…
八
月
の
末
に
至
り

 
て
は
、
近
在
五
三
里
か
聞
人
々
多
く
出
る
、
小
石
川
水
道
橋
よ
り
往
来
の
船

 
湿
土
出
る
、
其
外
何
と
な
く
都
而
小
石
川
辺
よ
り
本
郷
丸
山
、
西
は
音
羽
町

 
・
目
白
に
至
り
、
南
ハ
四
谷
・
市
谷
よ
り
・
番
町
・
飯
田
町
・
小
川
町
辺
、

 
（
老
脱
力
）
若
男
女
続
々
と
し
て
、
五
ノ
養
魚
ノ
目
は
、
誠
に
道
路
に
寸
地

 
な
し
、
末
は
し
ら
ず
先
か
く
の
こ
と
し
。

「
近
世
の
誹
譜
と
発
句
・
狂
詩
情
詩
の
類
み
な
綺
語
に
摂
す
べ
し
」
 
（
人
と
な

る
道
）
と
い
ふ
の
が
、
彼
の
文
芸
観
で
あ
る
。
豊
門
は
天
保
十
年
寂
。
近
藤
回

雪
、
松
崎
慷
堂
、
立
原
翠
軒
、
塙
保
己
一
、
屋
代
弘
賢
等
と
親
交
し
た
。
『
醒

酔
笑
』
の
著
者
安
楽
庵
策
伝
も
浄
土
僧
で
あ
る
。

 
以
上
は
辻
善
之
助
博
士
の
『
日
本
仏
教
史
」
に
出
た
浄
土
僧
で
あ
り
、
す
べ

て
権
勢
と
文
化
の
申
心
江
戸
に
関
係
が
あ
る
。
こ
の
他
に
名
利
を
余
処
に
辺
土

の
群
類
を
度
し
た
名
僧
も
あ
っ
た
ろ
う
。
僧
に
し
て
著
名
の
者
必
し
も
名
僧
で

は
な
い
。
引
つ
づ
き
辻
博
士
の
『
日
本
仏
教
史
」
を
み
る
と
、
浄
土
真
宗
は

近
世
前
期
に
お
い
て
は
一
大
名
化
し
た
大
教
団
で
あ
っ
た
の
で
信
長
か
ら
征
伐

さ
れ
、
秀
吉
家
康
か
ら
制
裁
を
う
け
た
の
で
、
教
団
の
護
持
に
懸
命
に
な
り
、

今
ま
で
僧
兵
化
し
て
い
た
僧
は
、
宗
義
を
学
び
信
仰
あ
る
も
の
も
少
く
、
本
願

寺
は
講
・
組
を
作
っ
て
組
織
力
に
よ
っ
て
教
団
の
拡
張
を
計
画
し
た
。
講
は
蔑

げ
ら
れ
不
平
か
悲
み
を
も
つ
者
の
政
治
経
済
結
社
・
懇
親
会
、
文
化
ク
ラ
ブ
で

あ
り
、
こ
れ
が
団
結
力
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
ふ
一
神
教
で
あ
っ
た
。
こ
の
文

化
的
性
格
の
講
が
、
よ
き
指
導
者
を
得
た
ら
輝
か
し
い
文
化
的
成
果
を
得
た
か

 
近
世
文
芸
の
宗
教
的
史
観
 
e

も
し
れ
ぬ
が
、
教
団
拡
張
に
専
念
し
、
文
化
創
造
に
冷
淡
な
本
願
寺
支
配
人
に

こ
れ
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
口
説
一
の
大
教
団
で
あ
る
真
宗

が
、
文
化
創
造
に
熱
心
で
あ
っ
治
ら
近
世
文
芸
に
も
偉
大
な
貢
献
を
し
た
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
本
願
寺
宗
政
者
の
み
の
責
任
で
な
く
、
 
『
当
流
に
は
、
木
像
よ

り
は
絵
像
、
絵
像
よ
り
は
名
号
、
と
い
ふ
な
り
」
 
（
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞

書
）
と
い
う
文
化
否
定
の
宗
義
と
、
信
徒
の
無
学
と
貧
蔑
、
一
神
教
に
よ
る
遍

狭
な
入
間
観
、
社
会
観
、
文
化
観
に
因
る
も
の
で
あ
、
る
。
真
宗
も
近
世
中
期
以

後
に
な
る
と
宗
学
も
漸
く
了
う
て
、
予
言
・
慧
空
・
無
蓋
・
再
築
・
胆
勇
・
法

森
・
僧
機
・
僧
踏
・
慧
琳
・
深
励
・
宣
明
・
弘
誓
・
浄
蓮
の
如
き
学
僧
を
多
く

出
し
た
。

 
浄
写
は
江
戸
梅
田
澄
泉
寺
住
職
。
冷
泉
整
髪
に
和
歌
を
学
ん
で
作
歌
し
、
遺

 
稿
歌
集
に
獅
子
巌
集
が
あ
る
。
安
永
三
年
五
月
寂
（
近
世
名
歌
三
十
六
家
集

 
・
近
世
騎
人
伝
）

こ
の
人
々
に
は
宗
門
の
著
述
は
数
々
あ
る
が
、
交
芸
は
な
い
。
下
落
衆
生
の
慈

悲
が
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
説
教
は
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
聞
書
も
遺
ら
ぬ
。
文

化
を
後
世
に
遺
伝
し
よ
う
と
す
る
歴
史
愛
が
な
い
と
し
か
考
え
ら
れ
諏
。
浅
井

了
意
・
季
吟
・
大
淀
三
千
風
・
浪
花
・
装
着
・
三
口
・
金
亀
堂
一
泉
二
茶
・
良
寛
・

・
蓮
月
は
、
親
鷺
教
徒
と
し
て
の
文
芸
を
の
こ
し
て
い
て
、
こ
の
宗
の
誇
り
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
教
徒
は
殆
ん
ど
無
学
文
盲
で
信
仰
体
験
の
文
芸
を
の
こ
さ

な
い
。
西
本
願
寺
碩
学
仰
誓
と
法
嗣
履
常
並
に
門
下
、
美
濃
専
積
寺
の
曲
馬
純

等
に
よ
っ
て
順
次
刊
行
さ
れ
た
『
妙
想
人
伝
』
五
篇
（
安
政
六
年
完
成
）
に
も

、
湖
っ
て
元
禄
元
年
沙
門
了
智
の
編
『
緬
白
岩
生
害
』
に
も
、
文
芸
と
し
て
と

り
た
て
ら
れ
る
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
真
宗
が
大
教
団
で
あ
り
え
た
の
は
、
い

や
し
い
教
、
愚
夫
愚
婦
の
教
と
替
れ
つ
つ
も
、
地
上
一
切
の
価
値
を
否
定
し
て
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行
道
を
宣
布
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
一
切
否
定
の
無
我
か
ら
、
こ
そ
一
切
肯

定
の
大
文
芸
が
生
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
生
れ
な
い
の
は
、
宗
我
に
遅
し
て
い
る

 
「
只
念
仏
し
て
」
と
い
ふ
易
か
ら
で
あ
ろ
う
。
真
宗
に
お
い
て
墨
書
が
た
の
め

救
ふ
と
説
く
た
の
む
絶
対
力
は
、
宇
宙
的
遍
満
平
等
の
如
来
の
本
願
で
あ
り
、

本
願
寺
の
権
勢
で
も
法
主
で
も
な
い
。
信
と
は
本
願
が
心
に
実
在
す
と
る
の
自

覚
で
あ
み
。
然
る
に
積
極
的
に
も
経
済
的
に
も
経
済
的
に
も
自
主
性
独
立
力
の

な
い
奴
隷
に
等
し
い
封
建
庶
民
は
、
苛
烈
な
大
名
の
搾
取
、
生
命
を
も
土
芥
若

し
て
人
権
を
認
め
ぬ
武
士
の
権
威
、
朱
子
学
的
社
会
の
入
間
性
疎
外
と
相
反
し

た
真
宗
の
肉
食
妻
帯
も
赦
す
寛
大
な
易
行
認
悪
の
教
に
髄
喜
劇
惨
し
た
。

 
そ
し
て
教
の
根
拠
で
あ
る
本
願
寺
や
法
主
を
、
現
世
の
浄
十
活
仏
と
し
て
絶

対
的
に
信
仰
し
身
命
財
“
、
2
吝
ま
ず
供
養
し
た
。
弥
陀
如
来
を
信
ず
る
も
の
は
、

煩
悩
を
除
き
、
死
す
れ
ば
娑
婆
永
劫
の
苦
を
を
捨
て
て
十
万
億
土
西
方
安
養
極

楽
国
土
に
大
往
生
で
き
る
と
い
う
教
は
、
封
建
の
悪
机
を
忍
受
す
る
精
神
力
と

-
な
っ
た
と
共
に
、
疑
ふ
勿
れ
信
ぜ
よ
無
我
無
欲
に
な
れ
、
万
の
こ
と
み
な
も
っ

て
そ
ら
ご
と
た
わ
ご
と
ま
こ
と
あ
る
こ
と
無
き
に
、
た
だ
念
仏
の
み
ぞ
ま
こ
と

に
て
閉
じ
ま
す
（
歎
異
紗
）
と
い
ふ
教
を
曲
解
し
て
、
憎
寒
詣
に
歴
史
的
現
実

を
進
化
せ
し
め
る
斗
志
又
は
文
化
の
清
新
な
創
造
力
を
喪
ひ
、
封
建
権
力
の
大

き
な
も
の
に
ま
が
れ
て
、
こ
れ
を
批
判
す
る
智
慧
も
気
力
も
な
く
、
無
為
無
作

の
徒
と
堕
し
、
、
こ
れ
を
妙
好
人
の
生
活
、
釈
迦
の
大
悟
に
等
し
い
と
考
え
た
。

そ
れ
は
全
く
老
荘
神
仙
の
無
為
自
然
・
謙
下
不
争
。
明
哲
保
身
．
虚
無
主
義
．

・
浪
漫
主
義
・
本
能
満
足
唯
美
主
義
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
℃
つ
ま
り
大
乗
と

称
し
た
親
近
の
教
が
、
外
道
に
堕
ち
小
乗
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
乗
仏

教
の
堕
い
る
危
険
性
で
近
世
の
天
台
も
真
言
も
禅
も
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。
但

し
近
世
の
仏
教
が
、
根
本
的
に
大
慈
大
悲
を
説
く
が
故
に
、
貴
賎
を
問
は
ず
人

間
実
存
の
慰
め
と
な
り
、
且
は
浄
土
教
は
浪
漫
精
神
、
禅
は
象
徴
精
神
と
い
ふ

風
に
、
文
芸
精
神
を
培
育
し
た
功
績
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
日
蓮
宗

は
、
天
台
系
で
も
最
も
厳
し
く
教
相
瓢
釈
を
行
い
法
華
経
信
奉
以
外
の
宗
派
を

破
斥
す
る
偏
狭
な
教
で
あ
る
こ
と
が
、
当
然
人
生
観
、
文
化
観
を
も
偏
狭
に

し
、
勝
れ
た
文
芸
も
文
化
も
遺
し
え
な
か
っ
た
。
近
世
に
お
か
て
も
信
長
等
覇

者
達
の
圧
迫
に
耐
え
て
客
思
拡
張
に
身
命
を
賭
け
た
僧
は
多
い
が
、
文
芸
を
創

作
し
た
の
は
、
元
政
上
人
の
み
と
い
っ
て
も
よ
い
。
元
政
は
京
都
に
生
れ
、
井

伊
直
孝
に
仕
え
た
武
士
で
あ
る
が
、
二
十
六
歳
日
蓮
僧
と
な
り
、
深
草
山
瑞
光

寺
を
開
き
学
従
を
育
成
し
た
。
「
風
軌
詐
言
沈
冥
玄
通
、
世
目
し
て
如
来
の
後

身
と
為
す
」
 
（
近
世
贈
呈
）
と
い
う
の
が
、
元
政
の
風
格
で
あ
、
る
。
平
素
持
律

甚
だ
厳
に
し
て
、
少
く
の
間
も
袈
裟
を
解
か
ず
、
兀
座
し
て
経
を
涌
し
、
而
か

も
寛
仁
六
度
ハ
法
界
を
嚢
温
し
、
諸
教
を
井
聴
し
、
初
よ
り
自
他
の
異
、
真
俗

の
差
を
見
ず
、
道
に
志
す
者
は
悉
く
掛
搭
を
敵
し
た
。
内
外
の
典
に
博
く
、
詞

章
に
長
じ
、
労
ら
国
学
を
善
く
し
、
好
ん
で
和
歌
を
作
っ
た
。
源
氏
物
語
．
日

本
書
記
に
通
じ
、
平
生
文
墨
を
以
て
の
交
友
多
く
、
明
人
二
元
替
と
名
望
屋
に

会
し
、
以
後
贈
答
の
詩
篇
を
、
元
々
唱
和
集
と
い
ふ
。
仏
を
信
じ
な
か
っ
た
熊

沢
客
員
と
も
交
り
、
北
村
季
吟
も
元
政
よ
り
教
を
受
け
、
後
水
尾
院
、
紀
伊
頼

宣
の
帰
依
も
得
た
。
著
書
に
艸
山
際
三
十
巻
・
如
来
秘
蔵
録
．
本
朝
法
華
伝
．

扶
桑
隠
逸
伝
・
元
々
唱
和
集
・
龍
華
歴
代
師
承
伝
・
艸
山
要
路
・
軸
山
和
歌
集

が
あ
る
。

 
（
野
山
集
・
建
仁
寺
顕
令
憲
所
記
将
戯
行
状
、
深
草
元
政
上
人
御
伝
記
．
本
化
別
願
仏
祖
統
記

 
所
収
日
潮
所
記
ゆ
山
開
祖
宏
量
老
和
尚
伝
・
青
山
霞
村
「
深
草
の
元
〆
」
近
世
卑
語
・
近
世
躊

 
人
伝
、
以
上
は
辻
博
士
日
本
仏
教
史
に
拠
っ
た
。
）

極
め
て
父
母
に
孝
養
で
、
次
の
如
き
孝
養
の
詩
和
歌
が
多
い
。
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母
を
お
も
ふ
 
心
を
せ
め
て
 
う
た
は
ま
し
 
歌
の
な
り
て
は
 
な
み
だ
と

 
ま
ら
ず

寛
説
又
八
午
-
寂
．
．
遺
A
叩
に
よ
り
墓
石
〃
｝
娃
♂
」
塚
L
栽
」
桐
竹
一
雨
一
二
雄
十
。
舶
目
｛
、
は
な
～
、

女
芸
も
な
い
が
、
法
華
経
信
者
と
し
て
近
世
初
期
文
化
の
、
男
声
小
準
を
代
表
し

た
京
都
の
大
町
人
本
阿
弥
光
悦
ρ
宕
ヨ
u
4
2
し
と
俳
纏
の
貞
徳
が
い
る
。

 
抑
々
日
蓮
宗
の
如
き
宗
派
的
偏
執
自
・
く
、
二
］
一
香
無
非
中
道
」
と
諸
法

 
「
1
4

実
相
三
諦
即
是
の
誓
願
を
説
く
法
華
経
に
よ
れ
ば
、
律
大
な
芸
術
・
文
．
．
一
が
生

れ
る
訳
で
あ
）
．
元
鼠
＼
光
悦
が
そ
れ
を
証
し
て
い
る
，

 
日
本
仏
教
で
無
孜
判
宗
は
、
禅
と
時
衆
で
あ
る
。
魂
呼
選
民
意
識
を
捨
て

え
ず
、
時
衆
は
庶
民
仏
教
で
あ
る
。
時
衆
は
、
阿
弥
陀
紅
'
・
所
依
と
し
て
一

遍
〔
醸
今
回
∵
「
診
㌦
ろ
し
が
開
噛
し
た
、
近
世
は
庶
民
文
．
ム
の
時
代
で
あ
る
か

ら
、
最
も
庶
民
的
仏
教
で
あ
7
貯
宗
に
つ
い
て
観
察
す
る
必
．
要
が
あ
る
．
、
時
衆

は
徳
川
時
代
に
馬
宗
と
改
称
し
た
、
時
衆
の
名
称
は
、
阿
弥
陀
経
の
「
其
人
臨
．

．
命
終
清
」
及
び
善
導
の
往
氏
．
礼
献
の
「
恒
験
一
切
臨
父
時
」
の
文
に
依
り
、
臨

終
即
ち
平
生
、
平
生
即
ち
臨
終
の
時
な
り
と
観
ず
る
浄
t
教
の
一
派
で
あ
る
．
、

即
ち
臨
命
終
時
宗
、
部
h
一
切
臨
終
時
宗
、
平
生
し
L
臨
終
時
宗
、
念
念
称
名

念
念
臨
終
時
宗
、
念
・
ガ
往
生
念
・
い
臨
終
時
振
の
忌
で
あ
る
。
．
こ
の
宗
は
固
定
し

た
空
間
的
物
貝
的
土
地
財
宝
地
位
等
ぜ
否
定
し
、
や
'
3
2
を
え
ず
ば
最
小
限
界
に

留
め
、
流
レ
無
常
、
 
一
月
一
会
、
共
生
北
し
の
刹
那
再
々
時
報
を
浬
二
と
す

・
る
。
耽
日
本
の
庶
民
は
被
征
服
者
と
し
て
土
地
占
有
の
望
を
断
た
れ
、
仏
教
の
隠

旭
思
想
の
影
紘
も
あ
っ
て
、
時
間
を
尊
王
し
て
時
ド
ー
．
ち
、
自
由
人
と
し
て
時

を
見
、
時
を
活
用
し
時
に
処
し
た
。
空
間
的
御
一
を
引
て
、
時
を
尊
策
す
れ

ば
、
自
ら
主
観
を
，
ん
じ
、
象
徴
的
と
な
り
へ
庶
民
的
に
な
る
。
時
宗
は
こ
れ

を
道
と
し
た
。
時
宗
徒
が
連
歌
・
俳
謙
・
茶
、
廻
・
是
正
・
能
楽
・
華
道
等
々
の
、

近
世
文
一
の
宗
教
的
史
観
 
・
e

自
然
に
親
し
む
交
化
に
貢
献
し
て
い
る
の
は
、
臼
然
を
時
ω
指
示
教
、
法
身
如

来
の
実
相
（
象
徴
）
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
時
宗
け
弥
陀
如
来
一
．
仏
信
仰
の
一

神
教
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
汎
神
教
的
で
あ
る
の
も
右
の
理
由
に
よ
る
が
為

で
あ
る
。
従
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
無
教
判
で
、
庶
民
に
相
κ
し
た
信
仰
に
基
｝
・
、

，
神
社
信
仰
と
も
直
結
し
、
仏
教
諸
派
と
も
．
優
劣
を
争
は
ず
、
一
生
寺
院
診
吉
μ

・
ず
、
国
名
を
使
は
ず
、
、
．
、
，
行
雨
算
と
号
し
て
、
名
号
の
札
を
民
衆
に
配
っ
て
全

国
に
遊
行
し
て
結
縁
し
、
一
定
時
に
一
，
、
巨
の
別
な
く
一
団
．
．
に
会
し
て
、
、
和
温
奉

和
等
の
行
事
を
な
し
、
宗
教
心
る
以
て
団
結
し
た
。
そ
れ
は
一
向
守
ω
雨
や
組

の
如
N
、
教
団
勢
力
拡
帳
の
為
で
は
な
く
、
実
存
の
不
安
を
慰
め
合
ひ
、
刹
。
、
を

永
遠
に
転
ぜ
ん
が
為
、
時
を
交
化
価
値
に
形
浴
す
る
．
倒
さ
を
な
し
た
。
拭
く
各

種
階
層
の
右
脚
人
と
も
会
っ
た
。
新
交
化
創
造
の
弄
縁
と
も
な
っ
た
 
人
聞
の

煩
悩
闘
謡
は
、
土
地
∴
戎
r
珍
宝
・
地
位
・
衣
食
住
等
一
切
の
空
間
的
私
有
に

依
る
と
し
て
、
診
家
己
．
A
し
た
駅
尋
の
道
を
守
り
、
寺
院
の
高
位
の
僧
賄
を
望

ま
ず
、
半
僧
半
俗
で
あ
っ
た
。
一
ダ
に
ク
聞
を
軽
遜
じ
て
時
間
の
糺
対
的
価
値

を
庶
民
に
悟
ら
し
め
、
念
々
臨
終
・
念
々
県
連
と
説
い
て
、
長
時
・
刹
那
時
。

無
常
迅
零
時
に
、
魚
串
呼
無
．
、
光
の
如
来
の
生
命
を
活
動
せ
し
め
ん
と
し
た
。

庶
民
と
は
社
会
の
底
辺
ぞ
な
す
．
済
伍
者
敗
残
．
有
罪
征
隈
者
で
あ
る
。
近
世
．
初
期

安
土
桃
山
時
代
に
ま
で
も
引
つ
が
れ
た
下
剋
上
と
は
、
臆
民
が
自
ら
創
造
し
た

文
化
を
以
て
征
服
選
民
の
文
化
生
活
に
参
加
し
指
亡
し
た
車
裟
で
あ
る
。
そ
の

庶
民
の
交
化
指
導
者
の
中
心
が
時
衆
贈
で
あ
る
．
、
時
衆
僧
は
、
僧
俗
の
中
間
的

存
在
を
示
す
為
に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
阿
弥
を
と
っ
て
、
言
論
弥
等
と
称
し

た
。
将
軍
義
満
の
側
近
に
謁
し
た
同
朋
は
、
全
部
阿
四
号
を
も
ち
、
義
政
の
同

朋
に
は
瓶
花
の
達
人
立
阿
弥
、
造
庭
師
善
阿
弥
が
い
た
。
そ
の
他
交
化
と
時
衆

を
考
え
て
み
る
と
、
茶
迫
で
は
東
山
流
茶
道
の
開
祖
能
阿
弥
光
悦
．
孫
の
相
阿
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弥
。
茶
道
と
関
係
あ
る
釜
師
に
は
、
其
阿
弥
。
華
道
に
は
相
阿
弥
、
富
盛
弥
が

い
た
。
蒔
絵
に
法
阿
・
見
阿
・
光
阿
・
磁
歪
。
絵
画
に
能
書
弥
・
錐
嚢
弥
．
景

阿
弥
等
の
阿
弥
派
。
和
歌
に
浄
阿
・
紙
燈
・
厳
阿
・
由
阿
・
切
臨
。
連
言
で
は

善
事
・
良
阿
・
書
画
・
久
阿
・
頭
阿
・
畠
阿
・
能
阿
・
商
学
・
梵
阿
．
秀
阿
．

伝
阿
・
賀
阿
・
愛
阿
・
下
膨
等
極
め
て
多
い
。
阿
弥
号
で
は
な
い
が
救
済
心

敬
・
宗
論
も
い
る
。
宗
長
・
花
王
も
加
え
て
よ
く
は
な
い
か
。
俳
諮
に
は
蕩
然

が
い
る
。
猿
楽
で
は
大
和
に
南
阿
弥
・
他
阿
弥
・
教
阿
弥
・
観
阿
弥
・
世
阿

弥
・
音
阿
弥
。
近
江
に
徳
佐
弥
・
田
楽
に
は
喜
阿
・
裾
礁
・
玉
阿
・
徳
阿
が
い

た
。
滑
稽
本
作
者
で
は
好
阿
が
い
た
。
以
上
の
阿
弥
痴
者
は
一
遍
以
来
安
土
桃

山
時
代
迄
に
活
動
し
た
時
衆
で
あ
る
が
、
茶
道
・
芸
能
・
工
芸
に
つ
い
て
の
貢

献
の
大
な
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
更
に
吉
川
清
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
歌
舞
伎
の

始
源
は
、
水
尾
天
皇
の
慶
長
十
八
年
に
没
し
た
と
さ
れ
る
出
雲
お
国
の
念
仏
で

あ
り
、
念
仏
踊
は
時
宗
の
踊
躍
念
仏
を
起
源
と
す
る
。
而
し
て
お
国
は
時
衆
の

沙
弥
尼
で
あ
っ
た
と
し
て
、
次
の
様
に
の
べ
て
い
ら
れ
る
。

 
念
仏
信
仰
の
歓
喜
踊
躍
に
端
を
発
し
た
時
宗
の
踊
念
仏
が
、
そ
の
は
じ
め

 
「
は
だ
か
と
な
れ
ど
も
見
苦
し
き
所
を
も
が
く
さ
ず
、
偏
へ
に
洋
弓
の
ご
と

 
く
に
し
て
」
と
の
酷
評
を
受
け
た
程
、
狂
乱
の
舞
踊
で
あ
っ
た
頃
か
ら
、
聖

 
問
を
し
て
「
声
と
足
と
拍
子
を
調
べ
て
面
白
く
」
と
云
わ
し
む
る
迄
に
音
楽

 
舞
踊
と
し
て
発
達
し
、
つ
い
に
こ
の
信
仰
行
儀
は
、
時
衆
末
羅
の
生
活
の
為

 
の
演
伎
と
化
す
る
に
至
っ
た
．
…
…
然
る
に
彼
等
が
、
こ
れ
を
看
板
に
し
て

 
、
よ
り
多
く
の
信
施
（
実
は
投
銭
）
を
負
る
為
に
は
、
勢
い
踊
念
仏
は
演
伎

 
化
し
て
、
果
て
は
美
装
を
凝
し
、
脂
粉
に
身
を
や
つ
し
て
観
衆
に
媚
を
売
る

 
と
い
う
様
態
に
創
意
を
こ
ら
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
…
…
初
期
時
衆
が

 
信
仰
に
よ
っ
て
剃
髪
出
家
し
て
、
時
衆
の
僧
尼
乃
至
は
在
家
時
衆
と
な
っ
た

 
の
で
あ
る
が
、
そ
の
末
流
に
は
踊
躍
念
仏
を
職
業
と
し
た
沙
弥
尼
の
中
に

 
は
、
蓄
髪
美
粧
の
女
芸
人
と
な
っ
た
者
も
あ
り
、
或
は
こ
れ
を
以
て
売
色
を

 
カ
ム
ク
ラ
ー
ジ
す
る
具
に
供
す
る
者
も
現
は
れ
事
に
い
た
っ
た
こ
と
が
示
唆

 
さ
れ
る
。
薙
に
於
て
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
歌
舞
伎
劇
の
始
視
と
仰
が

 
れ
て
い
る
出
雲
の
お
国
も
こ
の
徒
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
（
時
衆
阿
弥
教
団
の
研
究
・
第
三
章
交
化
史
上
に
現
れ
た
る
時
衆
の
阿
弥
）

更
に
士
田
川
氏
は
、
征
夷
大
将
軍
徳
川
氏
は
時
衆
の
子
孫
で
あ
る
。
こ
の
幕
府
の

封
建
制
度
強
化
の
為
、
踊
躍
念
仏
と
和
讃
に
よ
っ
て
信
施
を
受
け
て
糊
口
を
し

の
い
だ
阿
弥
富
は
、
四
階
級
以
下
の
賎
民
的
状
態
に
陥
入
り
、
幾
民
と
し
て
蔑

視
さ
れ
た
と
の
べ
て
い
る
。
 
（
全
書
三
六
三
-
四
頁
）

 
無
教
判
仏
教
と
し
て
自
由
民
的
な
道
を
歩
み
宗
我
を
も
っ
て
宗
勢
の
拡
張
を

企
て
な
か
っ
た
遂
に
衰
徴
し
た
が
、
創
始
し
た
茶
道
・
能
楽
・
排
階
（
連
歌
よ

り
発
達
）
は
、
高
貴
な
る
文
化
と
し
て
、
口
本
芸
術
美
の
中
核
体
と
し
て
庶
民

は
勿
論
支
配
階
級
に
愛
賞
さ
れ
、
生
活
の
精
神
と
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
時
衆

・
は
死
せ
ず
、
長
生
不
死
の
論
法
で
あ
る
。
そ
の
芸
術
（
雍
州
府
志
に
こ
の
語
あ

り
）
は
、
 
『
大
智
度
論
釈
」
に
、
．
「
菩
薩
位
の
中
に
住
し
、
甚
深
徴
妙
な
る
無

文
字
法
を
以
て
、
衆
生
を
導
引
す
る
。
是
を
方
便
と
名
く
」
と
あ
る
方
便
般
若

で
あ
る
。

 
空
間
を
捨
て
臨
終
命
終
時
に
立
っ
た
自
由
入
の
勝
利
で
あ
る
。
能
楽
も
茶
道

も
賎
民
の
軽
銀
（
雍
川
府
志
に
田
楽
・
謡
曲
を
賎
術
と
い
ふ
）
で
あ
っ
た
も
の

が
、
将
軍
大
名
大
寺
社
富
豪
に
採
用
さ
れ
た
史
実
は
、
正
に
下
剋
上
で
あ
る
。

能
楽
を
貴
族
に
採
り
あ
げ
ら
れ
て
慰
楽
を
制
せ
ら
れ
た
庶
民
は
、
根
づ
よ
い
雑

草
の
春
萌
の
如
く
歌
舞
妓
と
浄
瑠
璃
を
創
作
し
た
。
近
世
の
庶
民
を
最
も
博
大

に
薫
化
し
た
も
の
は
、
こ
の
二
つ
の
演
劇
と
歌
謡
で
あ
る
。
芭
蕉
が
伝
統
と
し
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て
尊
い
だ
時
衆
に
連
歌
師
心
敬
宗
紙
が
い
る
、
芭
蕉
の
行
脚
は
西
行
や
禅
の
一

処
不
住
行
雲
流
水
を
学
ぶ
と
共
に
、
一
遍
の
遊
行
並
に
心
敬
宗
祇
の
遊
行
を
継
．

い
で
い
る
こ
と
は
、
俳
階
が
連
歌
を
源
泉
と
し
て
い
る
こ
と
と
同
様
に
ま
ち
が

い
な
い
。
談
林
の
三
千
風
∴
難
風
門
ド
・
蕪
村
の
行
脚
も
芭
蕉
同
様
に
考
え
ら

れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
源
氏
物
語
の
美
意
識
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
も
の
は
古
代
に
あ
っ
て
庶
民
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

信
仰
し
た
霊
的
精
神
的
実
在
で
あ
っ
た
。
一
切
の
存
在
又
は
現
象
は
、
も
の
を

宿
し
て
い
る
と
い
ふ
感
情
が
、
自
然
的
素
朴
な
庶
民
信
仰
で
あ
っ
た
。
換
言
す

れ
ば
崇
高
と
優
美
i
宗
教
的
感
情
と
人
倫
美
と
の
融
合
が
、
「
も
の
の
あ
は
れ
」

と
い
ふ
詞
に
兼
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
の
が
、
有
心
連
歌
で

あ
る
。
 
「
詞
に
つ
き
て
不
審
を
ひ
く
か
た
は
、
源
氏
物
語
に
す
ぎ
た
る
は
な

し
」
 
（
順
徳
院
・
八
雲
御
抄
）
 
「
源
氏
見
ざ
る
歌
読
は
遺
恨
の
こ
と
な
り
」

（
井
蛙
抄
・
頓
阿
）
 
「
俊
成
卿
の
源
氏
見
ざ
ら
む
歌
よ
み
は
口
惜
事
と
申
さ
れ

き
」
 
（
愚
問
賢
注
・
二
条
良
基
）
 
「
愚
老
が
歌
心
の
付
た
る
事
は
、
源
氏
を
三

反
披
見
し
て
後
よ
り
風
情
も
心
も
出
来
し
也
」
 
（
了
俊
一
子
伝
・
了
俊
）
 
「
ふ

る
ま
い
こ
と
ば
の
え
ん
に
け
だ
か
き
は
、
源
氏
狭
衣
な
り
」
 
（
さ
さ
め
ご
と
・

心
敬
）
 
「
俊
成
ぽ
源
氏
読
ま
ざ
ら
む
歌
よ
み
は
遺
恨
の
事
」
 
（
宗
祇
指
南
抄
）

と
あ
る
。
有
心
連
歌
も
亦
も
の
の
あ
は
れ
美
を
中
軸
と
し
て
、
庶
民
仏
徒
の
時

衆
心
敬
、
宗
祇
等
に
よ
り
大
成
さ
れ
た
。
こ
れ
を
更
に
庶
民
の
宝
活
に
還
し
た

の
が
、
貞
徳
・
西
鶴
で
あ
っ
た
。

 
吉
川
清
氏
の
『
時
衆
阿
弥
教
団
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
徳
川
氏
の
祖
先
は
、

時
宗
の
沙
弥
で
あ
り
、
こ
の
故
に
家
康
は
時
宗
に
恩
む
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
徳
川
氏
と
纏
裂
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
、
吏
に
家
光
の
鎖
国
政
策
に
伴
っ

て
強
化
さ
れ
た
封
建
制
度
の
再
組
織
に
よ
っ
て
、
時
宗
は
財
源
に
因
り
、
賎
民

 
近
世
文
芸
の
宗
教
的
史
観
 
日

と
し
て
遇
さ
れ
た
。
そ
の
職
業
は
、
宗
祖
遣
誠
の
金
鼓
を
打
ち
、
和
讃
並
び
に

踊
躍
念
仏
を
修
し
て
信
施
を
仰
い
で
生
活
の
資
と
し
て
居
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

後
に
は
各
地
に
十
着
し
て
農
耕
、
医
師
等
を
営
ん
だ
ら
し
い
。
こ
れ
に
反
し
征

服
者
で
あ
る
選
民
階
級
は
、
空
閲
占
有
の
意
識
が
幽
く
、
空
間
偏
重
に
傾
き
、

王
侯
貴
族
的
・
戦
闘
的
に
な
り
、
近
世
の
徳
川
氏
も
、
そ
の
出
自
を
忘
れ
、
シ

ナ
の
儒
教
を
以
て
国
教
と
し
、
そ
の
為
に
階
級
観
念
が
瞼
く
な
り
、
人
類
観
念

'
乏
し
く
外
国
を
侮
る
中
華
思
想
、
外
国
を
敵
視
す
る
鎖
国
思
想
に
執
は
れ
、
非

人
情
な
厳
格
主
義
者
が
支
配
階
級
に
坐
し
た
、
．
こ
の
人
達
は
空
間
的
所
有
を
保

守
す
る
為
に
、
新
規
を
恐
れ
形
式
を
踏
襲
し
て
Y
批
判
・
冒
険
・
進
取
の
精
神

が
萎
縮
し
ハ
新
交
芸
は
創
造
し
得
な
か
っ
た
。
 
（
紙
数
に
制
限
あ
り
未
完
結
）

辻
 
善
之
助
 
 
口
本
仏
教
更
近
世
篇
 
．

申
島
 
郵
亭
 
 
仏
教
の
新
研
究

法
 
蔵
 
館
 
 
講
座
近
代
仏
教

岩
 
 
 
波
 
 
日
本
歴
史
近
世
1

口
本
文
化
フ
才
i
ラ
ム
編
 
 
日
本
文
化
の
伝
統
と
変
還

鵡
川
 
 
清
 
 
時
衆
阿
弥
教
団
の
研
究

補
注

 
①
 
隆
達
小
歌
を
始
め
た
隆
達
（
慶
長
六
年
没
）
は
、
曹
洞
宗
の
僧
で
あ
っ
た
。

 
 
 
歌
人
長
賦
子
（
慶
安
二
年
没
）
は
、
臨
済
僧
で
あ
っ
た
。
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